
仕仕
事事
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織織
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平平
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執
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長
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長
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長
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副
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行
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長
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長
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執
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長

田
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書

記

長

田
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一

郎

書

記

次

長

石

田

哲

雄

中
央
支
部
長

内

野

幸
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大
浦
支
部
長

北

村

五
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市
南
支
部
長

山
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秀
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東
長
崎
支
部
長

里

澄

宏

浦
上
西
支
部
長

村

岡

広

明

浦
上
東
支
部
長

田

崎

順

一

西
彼
支
部
長

植

田

勝

次

諫
早
支
部
長

樋

口

義

雄

大
村
支
部
長

伊

藤

一

廣

島
原
支
部
長

木
之
田

隆

佐
世
保
中
央
支
部
長

塚

本

芳

美

佐
世
保
東
支
部
長

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
北
支
部
長

小

林

健

治

北
松
支
部
長

須

藤

輝

久

平
戸
支
部
長

寺

田

孝

弘

青

年

部

長

村

上

昌

也

主

婦

会

長

馬

場

ヒ
ロ
子

他
執
行
部
一
同

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

（
一
社
）
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

長
崎
県
建
設
技
術
専
門
学
院
本
部
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執
行
委
員
長
年
頭
の
あ
い
さ
つ

干支の
雑学

徹底解説徹底解説

今
年
こ
そ
成
果
を

勝
ち
取
ろ
う
！

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
ご
家
族
の
皆
様
に
は

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
大
規
模
な
景
気
対

策
と
、
二
％
の
物
価
目
標
達
成

の
為
、
日
銀
の
量
的
・
質
的
金

融
緩
和
に
よ
り
、
大
幅
な
円
安
、

株
高
に
な
り
、
私
た
ち
に
直
結

す
る
輸
入
品
（
生
鮮
食
品
、
光

熱
費
、
資
材
等
）
は
高
騰
し
、

わ
ず
か
に
上
が
っ
た
賃
金
で
は

物
価
上
昇
に
追
い
つ
け
ず
、
家

計
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
で
す
。

株
高
は
国
内
外
の
大
手
企
業
と

一
部
の
高
額
所
得
者
の
利
益
と

な
り
、
貧
富
の
格
差
は
拡
大
す

る
一
方
で
す
。
私
た
ち
国
民
や

中
小
零
細
企
業
に
は
景
気
回
復

の
実
感
は
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
義
な
き
解
散
総
選
挙

ま
た
、
七
〜
九
月
の
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
実
質
成
長

率
マ
イ
ナ
ス
一
・
六
％
（
速
報

値
）
と
二
期
連
続
減
と
な
っ
た

こ
と
と
、
本
年
よ
り
実
施
予
定

の
消
費
税
率
一
〇
％
引
き
上
げ

を
一
年
半
先
送
り
し
、
二
年
間

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
を
争

点
に
支
持
率
の
高
い
「
今
の
う

ち
解
散
」
で
、
野
党
の
準
備
不

足
を
巧
み
に
ぼ
か
し
、
電
撃
戦

で
衆
議
院
選
挙
に
大
勝
（
自
公

で
三
二
五
議
席
）
し
ま
し
た
。

選
挙
区
で
は
特
に
一
区
の
高

木
義
明
氏
が
接
戦
を
展
開
し
、

僅
差
で
惜
敗
す
る
も
、
比
例
復

活
で
見
事
当
選
さ
れ
、
社
民
党

も
二
議
席
を
死
守
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

安
倍
一
強
に
注
視
を

選
挙
結
果
、
投
票
率
は
過
去

最
低
。
安
倍
総
理
は
「
安
倍
一

強
」
と
な
り
、
強
い
権
力
基
盤

を
手
中
に
し
、
大
企
業
中
心
で
、

経
済
優
先
の
政
治
手
法
と
、
原

発
再
稼
働
、
安
保
関
連
法
案
の

提
出
、
憲
法
改
正
等
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
国
民
が
し
っ
か
り
と

注
視
を
し
暴
挙
を
抑
え
つ
つ
、

悠
長
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
を

待
つ
の
で
は
な
く
富
の
抜
本
的

な
底
上
げ
が
喫
緊
の
課
題
と
言

え
ま
す
。

国
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、

建
設
技
能
者
の
処
遇
の
低
さ
が

若
年
入
職
者
減
少
の
一
因
で
、

技
能
の
承
継
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
建

設
産
業
の
改
善
（
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
二
年
間
で
二
三
・

二
％
引
き
上
げ
）
の
動
き
が
出

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
住
宅

着
工
数
は
減
少
し
、
九
十
一
万

戸
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

業
界
も
共
通
認
識

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
十
二

月
に
初
め
て
谷
村
一
般
社
団
法

人
長
崎
県
建
設
業
協
会
会
長
に

お
会
い
し
、
厚
生
年
金
と
健
保

適
用
除
外
に
よ
る
建
設
国
保
加

入
は
、
適
法
で
あ
る
こ
と
の
周

知
徹
底
と
、
法
定
福
利
費
の
別

枠
支
給
に
つ
い
て
要
望
し
、
お

互
い
に
建
設
業
の
課
題
に
つ
き

共
通
認
識
を
持
ち
、
若
年
技
能

者
入
職
や
、
社
会
保
険
未
加
入

問
題
等
の
意
見
を
交
換
し
ま
し

た
。

標
準
見
積
書
を
活
用

国
や
、
業
界
も
努
力
を
し
て

い
る
こ
の
時
期
に
こ
そ
、
単
価
、

賃
金
、
労
働
条
件
改
善
が
技
能

労
働
者
の
現
場
に
反
映
す
る
よ

う
に
、
私
た
ち
の
実
情
を
行
政

や
元
請
け
、
県
民
に
強
く
訴
え

な
が
ら
理
解
を
求
め
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
も
、

標
準
見
積
書
を
活
用
し
、
法
定

福
利
費
を
貰
え
る
運
動
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

継
続
・
拡
充
を
。

特
に
、
県
・
市
・
町
に
対
す

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

（
昨
年
一
県
、
九
市
、
一
町
で

実
施
）
の
創
設
・
継
続
・
拡
充

を
引
き
続
き
要
請
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
建
設
国
保
組
合
予
算

確
保
に
向
け
た
は
が
き
要
請
行

動
に
多
く
の
組
合
員
ご
家
族
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
は
更
に
厳
し
さ

が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
昨
年
以

上
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
十
五
支

部
中
七
支
部
が
前
期
拡
大
目
標

を
達
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
全
支
部
が
拡
大

目
標
を
達
成
し
、
来
春
の
結
成

七
十
周
年
に
増
勢
で
祝
え
る
よ

う
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
っ

て
「
組
合
に
加
入
し
て
い
て
良

か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
、

ふ
れ
あ
い
と
組
織
点
検
、「
会
っ

て
話
す
機
会
」
を
増
や
し
、
組

合
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

組
織
を
強
く
大
き
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
今
年
が
組
合
員
ご

家
族
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

漢
字
の
中
に
生
き
て
い
る
羊

お

い

美
味
し
く
新
鮮
、
美
し
い
！

中
国
で
は
数
千
年
以
上
の
昔

か
ら
家
畜
と
し
て
飼
わ
れ
て
き

た
ひ
つ
じ
。
た
く
さ
ん
の
漢
字

の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
「
羊
」

の
存
在
は
、
ひ
つ
じ
が
人
間
の

生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
羊
」
と
い
う
字
は
、
ひ
つ

じ
の
姿
を
描
い
た
象
形
文
字
で

す
。
良
い
こ
と
、
め
で
た
い
こ

と
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
美
」。「
羊
＋
大
」

か
ら
成
り
立
っ
て
い
て
、
形
の

良
い
大
き
な
ひ
つ
じ
を
表
し
ま

す
。
ひ
つ
じ
は
美
の
象
徴
だ
っ

た
わ
け
で
す
ね
。

「
義
」
は
、「
羊
」
と
「
我
」

が
合
わ
さ
っ
た
文
字
。
筋
道
が

立
っ
て
い
る
こ
と
や
正
し
い
こ

と
な
ど
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

義
理
、
主
義
、
正
義
な
ど
言
葉

か
ら
も
、「
義
」
の
格
好
良
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ひ
つ
じ
は
美
味
し
い
も
の
の

象
徴
で
も
あ
り
ま
し
た
。

う
ら
や

「
羨
ま
し
い
」
の
「
羨
」
は

「
羊
＋
次
（
よ
だ
れ
）」。
ひ
つ

じ
の
肉
に
よ
だ
れ
を
流
し
て
し

ま
う
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

し
ゅ
う

「
羞
」
は
「
羊
＋
丑
（
手
を

縮
め
る
形
）」
か
ら
作
ら
れ
た

漢
字
で
す
。
羊
の
肉
を
手
で
引

き
締
め
る
さ
ま
を
表
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
転
じ
て
、「
人
に

食
事
を
勧
め
る
」
な
ど
の
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ひ
つ
じ
の
肉
が
大
変
な
ご
ち
そ

う
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ひ
つ
じ

の
習
性
の
一
つ
が
集
団
行
動
。

昔
の
人
は
そ
の
様
子
か
ら
「
君

＋
羊
」
で
「
群
」
れ
と
い
う
言

葉
を
作
り
ま
し
た
。
ひ
つ
じ
に

ピ
ッ
タ
リ
の
言
葉
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
群
の
中
の
ひ
つ

じ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
っ

た
ら
？

そ
の
様
子
を
表
し
た

漢
字
が
「
羼
」。
な
ん
と
羊
が

三
匹
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

じ
る
、
わ
り
こ
む
、
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
に
な
る
な
ど
の
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
漢
字
を
作
っ
た
先

人
の
セ
ン
ス
は
な
ん
と
も
鮮

（
魚
＋
羊
）
や
か
で
す
ね
。

毎
年
何
気
な
く
楽
し
ん
で
い
る
お
正
月
な
ら
で
は
の
ア

レ
コ
レ
。
で
も
そ
の
風
習
の
意
味
は
ち
ょ
っ
と
オ
ド
ロ

キ
で
す
。

元
日
と
元
旦
は

同
じ
意
味
？

元
は
一
番
初
め
と
い
う
意
味

で
、
元
日
は
「
一
月
一
日
」
の

こ
と
。
一
方
、
旦
は
太
陽
が
地

平
線
か
ら
昇
る
様
子
を
表
す
漢

字
で
、「
日
の
出
」
の
意
味
。

つ
ま
り
元
旦
は
「
一
月
一
日
の

朝
」
の
こ
と
。「
元
旦
の
朝
」

と
か
、「
一
月
一
日
元
旦
」
と

い
う
の
は
間
違
い
で
す
よ
。

お
金
で
神
様
に

お
願
い
？

お
さ
い
銭

を
投
げ
て
か

し
わ
手
を
打

ち
、
一
年
の

願
い
事
を
託
す
初
詣
。
す
る
と

お
さ
い
銭
は
神
様
へ
の
謝
礼
？

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
け

が
れ
を
お
金
に
託
し
、
神
様
に

は
ら
い
清
め
て
も
ら
う
意
味
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
か

し
わ
手
は
、
地
位
が
高
い
人
に

対
す
る
古
来
の
あ
い
さ
つ
の
作

法
か
ら
き
て
い
ま
す
。

お
金
を「
お
年
玉
」

と
い
う
の
は
？

米
に
は
神
様
の
霊
力
が
宿
る

と
さ
れ
、
米
か
ら
作
る
餅
は
そ

の
シ
ン
ボ
ル
。「
年
魂
（
と
し

だ
ま
）」
と
呼
ば
れ
た
餅
を
正

月
に
食
べ
る
こ
と
で
神
様
か
ら

年
の
魂
を
も
ら
い
、
年
を
と
る

と
昔
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

年
魂
が
年
玉
に
変
わ
り
、
江
戸

時
代
の
商
家
で
奉
公
人
に
餅
の

代
わ
り
に
お
金
を
贈
っ
た
習
慣

が
、
時
を
経
て
「
お
年
玉
」
に

変
化
し
ま
し
た
。

▲谷村協会会長に要請文手渡す委員長

執行委員長 北村 政和
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2015年
（平成27年） 年男・年女

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」

材
木

賢
一

（
浦
上
東
支
部
）

二
十
四
歳
で
組
合
に
加
入
し

て
、
十
二
年
。

仕
事
に
不
安
な
日
々
を
過
ご

し
て
き
ま
し
た
が
勤
務
先
の
社

長
や
先
輩
方
に
、
厳
し
く
優
し

く
仕
事
を
教
わ
り
、
今
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
は
、
結
婚
し
て
家
庭
を
持

ち
、
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
青
年
部
員
と
し

て
頑
張
り
ま
す
。

全
国
レ
ベ
ル
を

肌
で
感
じ
た

澤
山

浩
一

（
諫
早
支
部
）

昨
年
は
、
全
国
青
年
技
能
競

技
大
会
に
参
加
し
て
色
々
と
全

国
レ
ベ
ル
の
技
術
を
肌
で
感
じ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
技
術
技
能
の

向
上
と
、
少
し
ず
つ
馴
染
み
つ

つ
あ
る
青
年
部
活
動
に
も
積
極

的
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ち
に
ち
い
っ
し
ょ
う

一
日
一
生
で
頑
張
る

橋
口

幸
久

（
中
央
支
部
）

今
年
も
一
日
一
日
を
積
み
重

ね
、
一
生
と
な
る
一
日
を
無
駄

に
せ
ず
、
仕
事
に
つ
な
げ
て
頑

張
り
ま
す
。

毎
日
を
笑
顔
で
！

樟

良
二

（
大
浦
支
部
）

今
年
で
三
十
六
歳
。
三
回
目

の
年
男
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
、

皆
様
か
ら
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
胸
に
今
年
も
家
族
・
健
康
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
笑
顔

で
ま
す
ま
す
仕
事
に
励
み
、
実

り
多
き
年
と
な
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
加
入
し
、

早
五
十
年

森

貞
夫

（
市
南
支
部
）

組
合
に
昭
和
三
十
九
年
六
月

に
加
入
し
、
早
五
十
年
。
こ
の

間
、
通
算
し
て
、
本
部
役
員
八

年
間
、
支
部
長
四
年
間
務
め
、

色
々
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

段
々
と
手
足
が
思
う
よ
う
に

動
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

出
来
る
範
囲
で
ま
た
支
部
に
貢

献
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

気
持
ち
は
ま
だ

二
十
代

若
杉

隆

（
東
長
崎
支
部
）

気
持
ち
は
ま
だ
二
十
代
の
つ

も
り
で
す
が
、
四
回
目
の
年
男

を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

体
力
的
に
は
そ
れ
な
り
に
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
仕
事
、
家
庭

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
組
合
で

も
分
会
長
と
し
て
支
部
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
に
孫
の
世
話
に

奮
闘

片
山

信
也

（
浦
上
西
支
部
）

早
い
も
の
で
、
ま
た
年
男
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
孫
が
増
え
ま
す
。
健
康
で

い
ら
れ
る
事
に
感
謝
し
な
が
ら
、

仕
事
に
、
孫
の
世
話
に
奮
闘
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
健
康
第
一
に
〜

井
手

吉
一

（
西
彼
支
部
）

早
い
も
の
で
、
今
年
還
暦
と

な
り
ま
す
。

健
康
第
一
に
、
ケ
ガ
が
な
い

よ
う
仕
事
と
組
合
活
動
に
取
り

組
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身

ま
だ
ま
だ
勉
強

川
田

洋
一

（
大
村
支
部
）

産
声
上
げ
て
早
六
十
年
。
十

七
歳
で
大
工
弟
子
入
り
。
五
年

間
の
修
行
で
、
新
築
を
任
さ
れ

竣
工
で
き
た
と
き
の
思
い
は
格

別
で
、
落
成
式
の
宴
会
の
酒
は

特
別
旨
か
っ
た
。
今
は
弟
子
を

指
導
し
、
自
分
自
身
ま
だ
ま
だ

勉
強
中
。
仕
事
が
出
来
る
間
頑

張
っ
て
行
き
た
い
。

ケ
ガ
な
く
、

健
康
第
一
に

野
中

謙
三

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

早
い
も
の
で
、
還
暦
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
日
一
日
を
大
事
に
過
ご
し
、

健
康
だ
け
で
な
く
、
ケ
ガ
に
も

気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

安
全
第
一
で
仕
事
や
組
合
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

ま
だ
ま
だ
こ
の
仕
事

を
続
け
る

富
永

幸
雄

（
佐
世
保
東
支
部
）

今
年
で
七
十
二
歳
に
な
り
ま

す
が
健
康
に
注
意
し
て
、
体
が

元
気
で
、
そ
し
て
お
客
さ
ん
か

ら
仕
事
の
依
頼
が
あ
る
う
ち
は
、

ま
だ
ま
だ
こ
の
仕
事
を
頑
張
っ

て
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
組
合
に
は

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

第
二
の
人
生

の
ん
び
り
走
る

吉
元

隆
一

（
佐
世
保
北
支
部
）

第
二
の
人
生
、
ま
だ
ま
だ
先

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
干
支

が
一
巡
し
生
ま
れ
の
干
支
へ
と

還
り
ま
し
た
。
第
二
の
人
生
の

始
ま
り
で
す
。
こ
れ
ま
で
ト
ッ

プ
ギ
ア
で
走
り
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ス
ロ
ー
ダ

ウ
ン
し
て
、
ゆ
っ
く
り
の
ん
び

り
走
っ
て
い
き
た
い
。

色
々
な
事
に
挑
戦
を

筒
井

健
二

（
北
松
支
部
）

大
工
と
し
て
の
仕
事
を
充
実

さ
せ
る
為
、
色
々
な
事
に
挑
戦

す
る
事
。
ま
ず
、
全
国
技
能
競

技
大
会
で
入
賞
以
上
を
取
る
事
。

大
会
で
学
ん
だ
技
術
を
生
か
し

頑
張
り
ま
す
。
将
来
は
、
手
の

込
ん
だ
難
し
い
仕
事
で
も
「
任

せ
て
下
さ
い
」
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
職
人
に
な
り
た
い
。

去
年
以
上
に

頑
張
り
た
い

寺
田

卓
也

（
平
戸
支
部
）

今
年
で
私
も
、
三
十
六
歳
年

男
で
す
。

昨
年
は
、
怪
我
や
病
気
も
な

く
充
実
し
た
一
年
で
し
た
。

今
年
は
、
い
ろ
ん
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
去
年
以
上
に

頑
張
り
た
い
。

気
合
を
入
れ
な
お
し

若
者
の
手
本
に

馬
場

藤
陽

（
島
原
支
部
）

早
い
も
の
で
五
回
目
の
年
男

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
還
暦

も
迎
え
る
の
で
、
な
か
な
か
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

年
を
節
目
の
年
と
し
て
気
合
い

を
入
れ
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
建

設
業
を
担
っ
て
い
く
若
者
の
手

本
と
な
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張

る
ぞ
！

仕
事
を
ガ
ン
バ
ル
！

牛
島

貴
裕

（
書
記
局
）

昨
年
の
十
二
月
に
入
社
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
色
々
と
迷
惑
を
掛

け
て
ば
か
り
で
す
が
、
と
て
も

楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
早
く
一
人
前
に
な

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

毎月1回15日発行 2015年（平成27年）1月15日発行建 設 長 崎第595号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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県
議
会
選
挙
4
月
12
日

投
開
票

県議（長崎市選挙区）

坂本 浩
（社民党）

県議（佐世保市選挙区）

吉村 庄二
（社民党）

県議（島原市選挙区）

橘 大典
（無所属）

県議（西彼杵選挙区）

濱口 俊幸
（民主党）

県議（五島市選挙区）

山田 博司
（無所属）

市
議
会
選
挙
4
月
26
日

投
開
票

長崎市議

池田 章子
（社民党）

長崎市議

野口 達也
（無所属）

大村市議

村上 信行
（無所属）

島原市議

草野 勝義
（無所属）

長
与
町
議
4
月
26
日

投
開
票

長与町議

安部 郁
（社民党）

長長
建建
国国
保保
だだ
よよ
りり

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成

平
成
二
十
一
年
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
頃
と

比
べ
て
、
今
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
さ
ん
は
全
国
的

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
一
度
流
行
が
お
さ
ま
っ
て

も
再
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

決
し
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

○
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ
為

に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

補助例

（例1）インフルエンザの予防接種を1回接種
し、4，000円の接種費用を支払った場
合。

4,000円
（接種費用）

－1,500円
（控除額）

＝2,500円
（補助額）

（例2）インフルエンザの予防接種を1回接種
し、1，000円の接種費用を支払った場
合。

1,000円
（接種費用）

－1,500円
（控除額）

＝－500円⇒ 0円
（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予
防接種の窓口負担（支払額）が1，500円未満
であった場合は、補助事業の対象となりま
せんのでご注意下さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合

の良い日時を直接予約すると受診できます。

お仕事などで決められた日時に受診できな

かったときも再度予約すれば受診できます

ので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしない

ようお早めに受診いただくことをおすすめ

します。

投
票
日
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを
受受けけままししょょうう

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特
長建国保に1年以上加入している40～75歳
未満の方で、特定健診受診券の交付を受けて
いる方

組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載され
ている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することが
できません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願
いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝
機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査
も行います。

※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる
場合があります。

・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査

受診券にて受診した場合に限り自己負担はあ
りません。
受診券に記載されている有効期限までに受診
して下さい。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法

健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担

受診できる
期 間

建
設
長
崎
第
二
回
本
部
執
行
委
員
会（
九
月
二
十
四
日
）

建
設
長
崎
第
三
回
本
部
執
行
委
員
会（
十
一
月
二
十
七
日
）

で
推
薦
決
定

2015年統一地方自治体選挙 建設長崎推薦立候補予定者

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第595号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）1月15日発行



有効期限　平
成

有効期限　平
成2525年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成25年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。
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①組合新加入は、『3ヶ月後』より給付。
②組合員で、3ヶ月以上滞納していない方。
③時効は給付事実が発生した日より原則180日以内。

支給
条件

組合員の助け合い共済で、制度的にも財政的にも独立し、運営しています。
組合員は全員加入が義務づけられています。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進
を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制
度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

探
訪
！
お
節
料
理
の
秘
密

重
箱
に
は
み
ん
な
の
願
い
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
！

お
せ
ち
料
理
と
は
、
季
節
の

節
目
に
当
た
る
日
に
神
様
に
供

え
る
食
事
の
こ
と
で
し
た
。
い

つ
か
一
年
で
最
も
大
切
な
正
月

に
食
べ
る
物
を
指
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
め
で
た
さ
を
重

ね
る
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て

重
箱
に
詰
め
ら
れ
た
料
理
。
そ

れ
ぞ
れ
に
意
味
が
あ
る
っ
て
、

知
っ
て
い
ま
す
か
。

お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
な
い

の
は
黒
豆
、
数
の
子
、
ご
ま
め

（
関
西
で
は
た
た
き
ご
ぼ
う
）

の
三
品
で
す
。
黒
豆
に
は
ま
め

（
真
面
目
）
に
働
い
て
、
ま
め

（
健
康
）
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
、
卵

の
数
が
多
い
数
の
子
は
、
多
産

と
子
孫
繁
栄
を
意
味
し
ま
す
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚
魚
を

干
し
て
味
付
け
し
た
ご
ま
め
は

五
万
米
と
書
き
、
豊
作
を
願
う

食
べ
物
。
田
作
り
と
も
い
い
ま

す
。
た
た
き
ご
ぼ
う
は
別
名
を

開
き
ご
ぼ
う
と
い
い
、
運
が
開

く
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
地

中
深
く
根
を
張
る
様
子
か
ら
、

家
の
安
泰
を
表
し
ま
す
。

「
三
つ
肴
（
ざ
か
な
）」
と
い

わ
れ
る
こ
れ
ら
は
、
五
穀
豊
穣

や
子
孫
繁
栄
を
意
味
す
る
縁
起

の
よ
い
食
べ
物
で
す
。

紅
白
の
か
ま
ぼ
こ
の
白
は
清

浄
、
赤
に
は
魔
よ
け
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。
黄
金
色
の
き
ん
と

ん
は
富
や
財
産
を
表
し
、
巻
き

物
の
形
を
し
た
だ
て
巻
き
は
学

問
・
習
い
ご
と
の
成
就
、
こ
ぶ

ま
き
は
「
喜
ぶ
」
を
意
味
し
ま

す
。重

箱
の
中
で
ひ
と
き
わ
華
や

か
な
タ
イ
や
エ
ビ
。
七
福
神
の

一
人
、
え
び
す
様
が
宝
船
の
上

で
抱
え
て
い
る
の
が
タ
イ
で
す
。

古
来
よ
り
め
で
た
い
席
に
は
付

き
物
の
料
理
。
エ
ビ
は
腰
が
曲

が
る
ま
で
長
生
き
で
き
る
よ
う

に
と
の
願
い
に
通
じ
て
い
ま
す
。

目
が
出
て
い
る
の
で
、
め
で
た

い
と
い
う
説
も
。
ブ
リ
は
タ
イ

や
エ
ビ
と
比
べ
て
ち
ょ
っ
と
地

味
で
す
が
、
成
長
す
る
ご
と
に

名
前
が
変
わ
る
出
世
魚
。
今
年

の
成
長
と
出
世
の
夢
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

小
い
も
が
た
く
さ
ん
付
い
た

サ
ト
イ
モ
は
子
宝
や
子
孫
繁
栄
、

レ
ン
コ
ン
は
先
を
見
通
す
力
、

ク
ワ
イ
に
は
芽
が
出
る
、
出
世

す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
よ
。

お
正
月
に
雑
煮
を
食
べ
る
の
は
ど
う
し
て
？

元
旦
に
く
ん
だ
水
で
、
大
み
そ
か

に
供
え
た
も
の
と
餅
を
煮
込
み
、
神

様
と
家
族
が
一
緒
に
食
べ
る
儀
式
が

元
々
の
雑
煮
の
意
味
。
関
東
で
は
角

餅
に
し
ょ
う
ゆ
の
す
ま
し
汁
、
関
西

は
丸
餅
に
白
み
そ
仕
立
て
、
四
国
で

は
ぜ
ん
ざ
い
風
の
小
豆
雑
煮
と
、
地

方
色
も
豊
か
で
す
。

度制済共祉福

最高47日 Ａ型・Ｂ型
188，000円

いずれも4日目から支給
最高180日 Ａ型・Ｂ型270，000円
最高180日 A型・B型60，000円
Ｂ型 5日目から180日限度
Ｂ型 事故日から90日限度
Ａ型
Ｂ型
Ａ型
Ｂ型
Ａ型・Ｂ型
Ａ型・Ｂ型

Ａ型

Ａ型・Ｂ型
Ａ型

Ｂ型

Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
休業10日以上の場合
Ａ型・Ｂ型
自宅のみ Ａ型・Ｂ型

自宅のみ Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
満70歳以上で辞める場合

病気で休業 1日4，000円
ケガで休業（労災・交通事故以外）

1日4，000円
全ての傷害（ケガ）で入院1日1，500円
30日毎に入院見舞金 10，000円
交通傷害で入院 1日2，000円
交通傷害で通院 1日1，000円
病気死亡 530，000円
120，000円
不慮事故 1，030，000円
120，000円
交通事故 1，030，000円
配偶者 70，000円
家 族 30，000円
病気による重度障害 500，000円
不慮の事故による重度障害1，000，000円
不慮の事故による障害 3級～14級

450，000円～20，000円
交通事故重度障害1，000，000円
交通事故障害 3級～14級

450，000円～20，000円
交通事故障害 3級～14級

900，000円～40，000円
結婚祝金 30，000円
初老・還暦・古希祝金 15，000円
成人祝金 15，000円
入学（小学校）祝金 5，000円
敬老祝 祝品 3，000円相当
労災事故見舞金 10，000円
交通事故見舞金 10，000円
全 焼 800，000円
半 焼 720，000円～
一部焼 ～40，000円
全壊・流失 240，000円
半壊 120，000円～
一部壊 ～8，000円
床上浸水 120，000円～8，000円
加入20年以上 100，000円
10年以上 80，000円
5年以上 70，000円

病気休業手当金

弔 慰 金
（生花代含む）

障 害 給 付 金

各 種 祝 金

各 種 見 舞 金

火 災 給 付 金

住宅災害見舞金

退 職 慰 労 金

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利
用できます。

■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金で利
用できます。

2014年5月1日

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風
天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩
盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ
湯、ジャグジーシャワー、ミス
トサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、
水風呂、露天風呂、タル湯

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風
呂、壺風呂、檜風呂、露天足湯、
樽風呂、炭のうたせ湯、寝湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壺湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族
風呂、シェイプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮
眠室、マッサージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レ
ストラン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡
風呂、休憩場、レストラン

うずしお温泉美人の湯、露天風
呂、貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タル風呂、
水風呂、サウナ、薬草風呂、海
草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャ
グジーエステ風呂、座り湯、サ
ウナ、岩盤浴（別料金）、家族
風呂（別料金）

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人400円、小人200円、幼児150円）となり、補助券の使用は出来ません。
（※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市野母町
692‐1

095‐893‐1133

長崎市岩見町451‐23
095‐833‐1126

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617
長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

480円
350円
100円
200円
500円
400円
1，250円
780円
0円
250円
300円
150円
300円
350円
350円
360円
400円
350円
250円
300円
200円
300円
300円
200円
360円
330円
120円
240円
24円
270円
108円
500円
400円
250円
300円
300円
400円
300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
▲300
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－

割引後の
料金

（メンバーズカード）
780円
350円
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
600円
－
650円
－
－
－
550円
－
－
600円
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
600円
300円
700円
－

規定料金

850円
400円
400円
200円
800円
400円
1，550円
780円
0円
550円
300円
150円
750円
350円
750円
360円
700円
350円
650円
300円
200円
700円
300円
200円
660円
330円
420円
540円
324円
270円
108円
800円
400円
250円
800円
400円
900円
300円

利用区分

大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（5歳以上）
幼児（5歳未満）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（6歳以下）
大人（中学生以上）
小人（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（4歳以上）
大人（中学生以上）
小人（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）
大人（高校生以上）
［7：30～16：30］
大人（高校生以上）
［16：30～22：00］
小人（2歳以上）
［7：30～16：30］
小人（2歳以上）
［16：30～22：00］

大人（中学生以上）
小人（小学生）
幼児（3歳以上）
大人（中学生以上）
小人（小学生）
大人（中学生以上）
小人（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県

央

地

区

県

北

地

区

学雑の月正お

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金

組合加入承認後、3ヶ月後の同日以降から給付発効

毎月1回15日発行 2015年（平成27年）1月15日発行建 設 長 崎第595号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



全労済の

住まいる
◆基本契約＜旧掛金＞

月払い
6.0円
3.5円

年払い
70円
40円

建物構造区分
木造・モルタル等
鉄筋コンクリート

◆借家人賠償責任特約＜旧掛金＞
月払い
4.0円
2.0円

年払い
45円
20円

建物構造区分
木造・モルタル等
鉄筋コンクリート

＜新掛金＞
月払い
4.0円
2.0円
1.5円

年払い
45円
20円
15円

建物構造区分
木造構造

鉄骨・耐火構造
マンション構造

マンション構造専用
風水害保障なしタイプ

・通常掛金よりも割り引きとなり
ます。
・風水害リスクの低いマンション
構造向けに、風水害保障を不担
保とするタイプです。
・風水害等にかかわる共済金は対
象外となります。

＜新掛金＞
月払い
6.0円
3.5円
3.0円
2.5円

年払い
70円
40円
30円
25円

建物構造区分
木造構造

鉄骨・耐火構造
マンション構造
風水害保障なしタイプ

改
定

改
定

1口あたりの共済金
大型タイプ
30,000円
15,000円
3,000円

標準タイプ
20,000円
10,000円
2,000円

被害の程度

全壊（70％以上）
半壊（20％～70％未満）
一部壊（100万円超）

1口あたりの共済金
大型タイプ
30,000円
18,000円
15,000円
3,000円

標準タイプ
20,000円
12,000円
10,000円
2,000円

被害の程度

全壊（70％以上）
大規模半壊（50％～70％未満）
半壊（20％～50％未満）
一部壊（100万円超）

改
定

2015年2月火災共済・自然災害共済商品改定のご案内

◯新火災共済 ◯新自然災害共済
風水害等給付金付火災共済・自然災害共済・個人賠償責任共済

組合員の皆さまのご要望にお応えし、火災共済・
自然災害共済が新しく生まれ変わりました。
主な改定の内容をご紹介し、皆さまに新商品の
魅力をご案内します。2月からの新掛金です。

主な商品改定の概要
●建物構造区分を変更しました
●掛金を改定しました
●保障に関する特約を新設しました
●保障内容を改善しました
●加入基準を改定しました
●代理請求制度を導入しました
●火災共済のご契約者への地震等災害見舞金のお支
払い
●エコ火災（社会貢献付エコ住宅専用火災共済）の
対象となるエコ設備を拡大しました

●建物構造区分を変更しました
●総支払限度額を引き上げました
●掛金を改定しました
●地震保障に大規模半壊を新設しました

※ここでは主な商品改定の概要をご紹介しています。ご加入にあたってはリーフレットをご覧くだ
さい。
※現在予定している改定内容となります。

建物構造区分を変更しました
建物構造について、現行の「木造・モルタル等」「鉄筋コンクリート」の2区分から「木造構造」「鉄骨・耐火構造」「マン
ション構造」の3区分に変更します。※すでに火災共済にご加入の皆さまには、別途、建物構造の確認をさせていただきます。
掛金を改定しました
・新設する「マンション構造」は、「鉄骨・耐火構造」よりも掛金を引き下げ、加入しやすくなります（借家人賠償責任
特約も同様）。
・マンション構造には「マンション構造専用風水害保障なしタイプ」を新設し、さらにお手頃な掛金とします。

建物構造区分を
変更しました

火災共済と同様に、「木造構造」「鉄骨・耐火構造」「マンション構造」の3区分に変更します。
マンション構造には「マンション専用風水害保障なしタイプ」を新設します。

掛金を改定しました 大規模地震に備えて、総支払限度額を引き上げるとともに、掛金を引き上げます。

大型タイプ
月払い
11.0円
6.5円

年払い
130円
75円

標準タイプ
月払い
8.0円
4.5円

年払い
90円
50円

建物構造区分

木造・モルタル等
鉄筋コンクリート

旧
掛
金

大型タイプ
月払い
14.0円
9.0円
8.0円
7.0円

年払い
165円
105円
90円
80円

標準タイプ
月払い
9.5円
6.0円
5.5円
5.0円

年払い
110円
70円
60円
55円

建物構造区分

木造構造
鉄骨・耐火構造
マンション構造
風水害保障なしタイプ

新
掛
金改

定

総支払限度額を引き上げました 大規模地震のときにも、より確実に共済金をお支払いできるよ
う、総支払限度額を引き上げます。

◆総支払限度額の引き上げ 現行 2,000億円 2015年2月 2,700億円 2016年4月 3,500億円

地震保障に大規模半壊を
新設しました

損害認定区分を見直し、現行の3区分から「大規模半壊」を加えた4区分へ変更し、
よりきめ細かいお支払いができるようになります。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第595号 6�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2015年（平成27年）1月15日発行



大
村
支
部

旅
行
会

歴
史
あ
る
愛
媛
県
「
道
後
温
泉
」
へ

佐
世
保
東
支
部

住
宅
デ
ー

佐
世
保
北
支
部

主
婦
会

日
帰
り
旅
行

紅
葉
と
昭
和
の
世
界

諫
早
支
部
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

大
村
支
部
で
は
、
二
年
に
一

度
の
支
部
旅
行
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
、
三
千
年
の
歴

史
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
、
愛
媛

県
の
「
道
後
温
泉
」
へ
、
参
加

者
五
十
名
が
バ
ス
二
台
に
分
乗

し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
山

口
県
の
柳
井
市

へ
バ
ス
は
向
か

い
ま
す
。
高
速

道
路
に
乗
る
な

り
ビ
ー
ル
で
乾

杯
、
先
は
長
い

の
に
ト
イ
レ
休

憩
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
車
窓
か

ら
は
い
い
具
合

に
色
づ
い
た
紅

葉
が
次
々
に
見

て
取
れ
ま
す
。

合
わ
せ
て
ガ
イ

ド
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
と
み

ん
な
の
笑
い
声
で
、
長
距
離
移

動
の
車
中
も
苦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ト
イ
レ
休
憩
の
声
が
バ
ス

の
中
に
響
き
ま
す
が
、
我
慢
し

て
も
ら
う
事
数
回
、
予
定
通
り

に
柳
井
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
へ
到

着
。
名
物
の
瀬
戸
貝
の
て
ん
ぷ

ら
定
食
で
昼
食
の
あ
と
、
白
壁

づ
く
り
の
街
並
み
へ
お
の
お
の

散
策
に
。
集
合
時
間
も
き
っ
ち

り
守
っ
て
も
ら
っ
て
、
四
国
行

の
フ
ェ
リ
ー
へ
余
裕
を
も
っ
て

乗
船
。
瀬
戸
内
海
を
船
に
ゆ
ら

れ
て
松
山
市
へ
上
陸
、
ホ
テ
ル

に
到
着
し
た
と
き
に
は
日
も
暮

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
お
楽

し
み
の
宴
会
の
た
め
に
温
泉
で

ア
ル
コ
ー
ル
を
リ
セ
ッ
ト
。
乾

杯
の
後
は
美
味
し
い
料
理
と
お

酒
で
会
話
も
弾
み
、
恒
例
の
出

し
物
で
盛
り
上
が
り
、
道
後
の

夜
も
更
け
、
二
次
会
へ
向
か
う

方
も
。

二
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
昨
日
の
飲
み

疲
れ
も
な
く
、
ま
ず
は
、
四
国

霊
場
五
十
一
番
札
所
の
石
手
寺

へ
、
ボ
ケ
防
止
の
ご
利
益
の
あ

る
阿
弥
陀
堂
な
ど
を
慌
た
だ
し

く
回
り
、
次
の
目
的
地
へ
、
標

高
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
の
勝
山

の
頂
上
へ
向
け
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
で
登
り
ま
す
。
見
え
て
き
た

の
が
松
山
城
、
日
本
最
後
の
完

全
な
城
閣
建
築
の
天
守
閣
へ
登

り
松
山
市
内
を
眼
前
に
見
下
ろ

し
、
し
ば
し
の
間
城
主
の
気
分

を
味
わ
い
ま
す
。
そ
の
後
は
伊

予
か
す
り
会
館
で
お
土
産
を
購

入
し
、
一
路
八
幡
浜
港
へ
、
市

内
の
渋
滞
を
抜
け
フ
ェ
リ
ー
に

乗
船
で
き
た
の
が
出
港
ぎ
り
ぎ

り
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
一

路
九
州
へ
、
三
時
間
の
船
旅
は

船
内
の
売
店
の
ビ
ー
ル
を
買
占

め
て
、
二
等
客
室
の
車
座
に
集

ま
り
宴
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

船
は
結
構
揺
れ
て
い
ま
し
た
が
、

酔
い
止
め
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
ば

か
り
に
、
楽
し
い
時
間
は
ア
ッ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
別
府
に
着

岸
。
あ
と
は
バ
ス
で
一
路
大
村

へ
、
終
始
ア
ル
コ
ー
ル
が
絶
え

な
い
団
体
に
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事

故
も
怪
我
も
な
く
無
事
に
到
着

と
な
り
ま
し
た
。
移
動
距
離
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
団
結
力
を
確
認
で
き

た
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

（
井
関
）

地
域
に
浸
透
し
て
き
た
住
宅
デ
ー

今
冬
一
番
の
冷
え
込
み
と

な
っ
た
十
二
月
七
日
、
佐
世
保

東
支
部
で
は
無
料
包
丁
研
ぎ
の

住
宅
デ
ー
を
「
わ
く
わ
く
ふ
れ

あ
い
市
」
で
開
催
。

当
日
は
、
待
ち
き
れ
な
い
お

客
さ
ん
が
「
も
う
受
付
よ
か
や

ろ
か
」
と
訪
れ
、
研
ぎ
手
の
組

合
員
さ
ん
達
も
慌
た
だ
し
く
包

丁
を
研
ぎ
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
は
研
ぎ
手

の
数
が
例
年
よ

り
も
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、

大
き
な
混
雑
も

無
く
包
丁
が

次
々
と
仕
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

今
回
通
算
三
回
目
で
、
十
一

月
頃
末
頃
か
ら
「
今
年
は
包
丁

研
ぎ
は
し
な
い
ん
で
す
か
。」

と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
て
、

地
域
の
皆
様
に
建
設
長
崎
の
住

宅
デ
ー
（
包
丁
研
ぎ
）
が
少
し

ず
つ
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
、
主
婦

会
の
熱
々
の
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

が
お
腹
を
満
た
す
と
共
に
、
冷

え
切
っ
た
体
を
温
め
く
れ
ま
し

た
。

（
田
中
光
輝
）

【
参
加
者
】

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

田
中

秀
幸

小
谷

守

天
羽

靖
雄

迎

稔

丸
田

勉

坂
本

昇

坂
口

龍
夫

下
田

政
則

倉
富

辰
美

浦

福
未

田
川

文
雄

森

榮
三
郎

田
中

光
輝

田
中

勇
男

迎

良
則

迎

良
子

倉
富
美
智
子

茅
原

雪
江

田
川
フ
ジ
子

田
中
ま
ゆ
み

〜
二
・
三
十
年
ぶ
り
の
秋
吉
台
・
昔
の
記
憶
蘇
る
〜

十
一
月
三
十
日
㈰
か
ら
十
二

月
一
日
㈪
に
か
け
て
、
山
口
の

角
島
を
メ
イ
ン
に
研
修
旅
行
を

企
画
し
ま
し
た
。

昨
年
同
様
一
日
目
の
朝
は
好

天
に
恵
ま
れ
ず
、
慌
て
て
傘
を

取
り
に
帰
り
、
バ
ス
に
乗
車
す

る
方
も
い
ま
し
た
。
全
員
乗
車

す
る
と
、
早
速
乾
杯
で
、
二
日

分
と
思
い
用
意
し
た
お
酒
・

ビ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
空
っ
ぽ
に
。

今
回
は
、
風
が
強
く
角
島
灯

台
は
登
る
こ
と
が
で

き
ず
、
観
光
客
も
あ

ま
り
の
寒
さ
に
少
な

く
、
一
人
日
本
海
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

二
日
目
は
、
東
光

寺
を
巡
り
、
建
造
物

の
大
き
さ
や
木
の
組

方
等
に
関
心
し
、
お

墓
は
見
た
く
な
い
方

も
い
て
近
道
さ
れ
る

方
も
、
そ
の
後
松
陰

神
社
を
回
り
、
秋
吉

台
へ
。

皆
さ
ん
二
、
三
十
年
ぶ
り
に

来
ら
れ
た
方
が
多
く
、
自
然
の

力
に
感
動
さ
れ
つ
つ
も
、
秋
芳

洞
の
入
り
口
は
、
お
土
産
屋
さ

ん
も
あ
ま
り
な
く
閑
散
と
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
に
入

る
と
昔
の
記
憶
の
ま
ま
で
鍾
乳

洞
の
中
は
時
間
が
止
ま
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
ま
た
、
酒

盛
り
が
始
ま
り
、
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
も
二
日
目
も
元
気
な
人
達

に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
は
指
宿
・
知
覧

に
行
き
た
い
と
い
い
な
が
ら
、

下
車
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

（
渕
上
）

十
一
月
二
十
六
日
、
西
肥
ワ

ン
デ
ー
ツ
ア
ー
に
佐
世
保
北
支

部
の
主
婦
会
十
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

最
初
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ

ま
し
た
「
花
子
と
ア
ン
」
で
有

名
に
な
っ
た
、

旧
伊
藤
伝
右

衛
門
邸
に
行

き
ま
し
た
。

妻
の
白
蓮
さ

ん
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て

回
遊
式
庭
園

が
見
渡
せ
る

様
に
、
部
屋

を
二
階
に
増

築
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
邸

宅
全
体
が
先

進
的
な
建
築

技
術
や
、
繊

細
で
優
美
な

装
飾
に
目
を
見
張
る
ば
か
り
で

し
た
。

次
は
飯
塚
市
の
嘉
穂
劇
場
に

行
き
ま
し
た
。
昭
和
六
年
創
業

現
役
の
芝
居
小
屋
で
、
間
口
十

間
柱
が
な
い
造
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
回
り
舞
台
の
下
（
奈

落
）
も
見
学
し
、
昭
和
の
に
お

い
を
感
じ
な
が
ら
桝
席
で
昼
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
は
麻
生
大
浦
荘
。
麻
生
グ

ル
ー
プ
所
有
で
こ
の
紅
葉
の
時

期
八
日
間
だ
け
の
限
定
公
開
だ

そ
う
で
す
。
さ
す
が
に
門
ま
で

の
色
と
り
ど
り
の
紅
葉
、
そ
し

て
見
事
な
庭
園
で
し
た
。
建
物

は
桧
と
杉
、
柱
は
す
べ
て
四
方

柾
に
製
材
し
た
物
を
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
建
物
も
建
設
関
係

の
方
が
見
ら
れ
た
ら
良
い
よ
ね

と
話
し
た
こ
と
で
し
た
。

千
鳥
屋
本
店
に
も
立
ち
寄
り
、

最
後
は
北
九
州
の
河
内
藤
園

（
も
み
じ
の
森
）
へ
行
き
ま
し

た
。
五
月
の
藤
棚
の
ア
ー
チ
が

世
界
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
今
回
は
紅
葉
で
す
が

樹
齢
約
三
十
年
の
紅
葉
の
木
、

七
百
本
。
七
十
年
か
ら
八
十
年

の
木
が
十
八
本
か
ら
な
る
紅
葉

の
ト
ン
ネ
ル
は
、
雨
上
が
り
で

足
元
が
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、

紅
葉
の
絨
毯
を
踏
み
し
め
な
が

ら
、
見
と
れ
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。ち

ょ
っ
と
長
い
バ
ス
の
旅
で

し
た
が
、
充
実
の
一
日
で
し
た
。

（
西
島
春
枝
）

十
一
月
二
十
五
日
㈮
、
諫
早

支
部
で
は
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
の

皆
さ
ん
が
食
楽
亭
に
集
ま
り
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
若
い

頃
か
ら
現
場
や
組
合
を
通
じ
て

顔
見
知
り
が
多
い
メ
ン
バ
ー
が

集
う
こ
の
会
は
、
年
に
一
度
の

同
窓
会
の
よ
う
に
和
気
藹
々
と

話
も
弾
み
、
料
理
よ
り
も
昔
話

を
肴
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い

る
姿
は
毎
年
の
光
景
。
話
の
内

容
も
昔
の
豪
遊
話
や
家
庭
菜
園
、

そ
れ
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
剣
舞

と
い
っ
た
趣
味
の
こ
と
で
、
い

つ
ま
で
経
っ
て
も
元
気
に
動
き

回
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
店
の

方
に
三
味
線
の
演
奏
を
披
露
し

て
頂
き
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
即

興
の
踊
り
も
飛
び
出
す
な
ど
、

終
始
賑
な
宴
席
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
年
は
私
も
仲
間
入

り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
田
崎
義
光
）

北松支部旅行 山口 角島

▲

石
手
寺
見
学

まるで同窓会 昔話が酒の肴

毎月1回15日発行 2015年（平成27年）1月15日発行建 設 長 崎第595号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）7�



長
崎
市
城
山
町
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建
設
長
崎　

教
宣
部

「
新
春
お
年
玉
パ
ズ
ル
」
係

8 5 2 8 0 2 1〈新春羊執事クイズ〉

〈ひつじ年クロスワード〉

（答）

（答）
A B C D E F

あなたの支部名
氏　名
住　所
年　齢
職　業

大型機械など倉庫に眠っていませんか？

鉄基礎型枠、ピケ足場、軽トラ、2t ダンプ、大工道具 etc
買い取り・販売・委託販売 ※売らなくても質預り大歓迎！！

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

問
題
が
解
け
た
ら
左
記
の
要
領
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
五
十
名
の
方
に
素
敵
な

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
締
切

一
月
九
日
㈮
必
着

ヨコのカギ

1 1年の計は
5 「狼が来た！」。少年の職業は？
8 50円硬貨に描かれている花
10 ……は金なり
11 少年ジムが海賊と戦う冒険小説
14 ヒツジグサとは……の別称
16 電気用語。マイナスの極
18 毛織物。……マーク
19 ドライバーで木にねじ込みます
21 太鼓を打ち鳴らす棒
22 寒さを……して寒げいこ
24 3人よればかしましい？
26 専門を持つ人の趣味的な技芸

28 河童の頭に付いています
30 羊は……科の動物です
31 ……歯は人の犬歯のことです
33 気にかけない。……を装う
34 大勢の前で意見を言う……大会

タテのカギ

1 ……路樹のある商店……
2 巨匠。書道の……
3 オレンジ色の野菜
4 便利な機械。文明の……
5 75日もたてば消える？
6 ウサギが餅をつく？
7 地球と木星の間にある惑星

9 羊頭を掲げて……を売る
11 水・ガス・石油などの大型容器
12 国宝の「風神……図」
13 羊や牛が放牧されています
14 静岡県中央部の昔の国名
15 紅茶にそえるカンキツ類
17 預金と貯金
20 寝ながらズボンのしわ伸ばし
23 成長した羊の肉
25 ベスト……の野球チーム
27 ……と人情の板ばさみ
29 生後1年未満の子羊の肉
30 おみくじで今年の……を占い
32 マグロの脂身の部分

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）
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‼明けましておめでとうございます

今年も旧倍のお引立て
宜しくお願い致します

1月17日㈯
初市（お楽しみ抽選会）

長建木材供給㈱
取締役社長 高島 正弘

西彼杵郡時津町左底郷1の4
TEL 095-882-0304 FAX 095-882-6594

2015年 建設長崎各支部新春旗開き開催のご案内
月 日 曜日 支部名 時 間 会 場

1月13日 ㈫
浦 上 東 支 部 午後7時 組合本部会館

北 松 支 部 午後7時 支部事務所

1月14日 ㈬

中 央 支 部 午後7時 地区労会館2Ｆ

平 戸 支 部 午後7時 支部事務所

1月15日 ㈭

市 南 支 部 午後7時 割烹「みやこ別館」

佐世保北支部 午後7時 中里皆瀬地区公民館

諫 早 支 部 午後7時 諫早市勤労者福祉会館

1月16日 ㈮
大 村 支 部 午後7時 支部事務所

佐世保中央支部 午後7時 建設長崎県北総合会館

1月19日 ㈪
東 長 崎 支 部 午後7時 割烹「川徳」

佐世保東支部 午後7時 支部事務所

1月20日 ㈫

大 浦 支 部 午後7時 大浦区民センター

西 彼 支 部 午後7時 時津町北部コミュニティセンター

浦 上 西 支 部 午後7時 組合本部会館

島 原 支 部 午後6時 「彦八」
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